
8 年 8 月 1 日

医療法人さくら会・社会福祉法人さくら福祉会　理事長　西願 誠二

⒈ 　いわゆる「就活ハラスメント」とは、就職活動中やインターンシップ中の学生等に対するセクハラや

パワハラをはじめとするハラスメントのことをいい、立場の弱い求職者等の尊厳や人格を不当に傷つ

け、心身の健康の悪化や将来のキャリア形成に悪影響を及ぼしかねない、決して許されない行為で

す。また、法人の採用活動やイメージにも深刻な影響を与える問題です。

　令和8年10月1日から、すべての事業主に対し、求職者等に対するセクシュアルハラスメント防止の

ための雇用管理上の措置が義務付けられます（改正男女雇用機会均等法）。当法人はこの法令上の

義務を確実に履行するとともに、パワハラ・マタハラ等、法令の対象外となる類型についても、本方針

により自主的に対象を拡大して防止措置を講じます。

　当法人は、いずれの場面・相手に対してもハラスメントを行わないという方針を明確にし、求職者等

を守るため、組織として毅然と対応します。

⒉ 　適用範囲（求職者等の定義）

① 求職者（当法人の求人に応募する方）

② 求職者以外の方であって、当法人の実施する労働者の採用に資する活動に参加する方

（就職説明会・面接・インターンシップ等に参加する方）

③ 教育実習、看護実習その他職場体験等の実習を受ける方

④ 内定承諾後・入職前の内定者（内定者研修・内定者交流等を含む）

　新卒・既卒・中途・アルバイト等の応募区分や雇用形態は問いません。なお、入社後は本方針に加

え、職場におけるハラスメント防止の方針（職員向け）が適用されます。

⒊ 　禁止行為（類型と具体例）

　当法人は、求職活動等における次に掲げる行為を許しません。相手が笑って受け流したように見え

ても、許されません。

⑴ 　セクシュアルハラスメント

① 性的な冗談・質問・噂を流す、その他、他人に不快感を与える性的な言動

② わいせつ図画の閲覧、配布、掲示

③ 身体への不必要な接触、交際・性的な関係の強要

④ 性的な言動に対し、抗議・拒否した求職者等に対する不利益な取扱い

⑤ 内定・採用等を条件とした性的な要求

令和

さくら会・さくら福祉会は求職者等に対するハラスメントを許しません！



⑥ 面接・説明会・インターンシップ等の場を利用した交際等の要求

⑦ 性的指向・性自認、恋愛・結婚等の私的な事項への過度な立ち入り

⑧ メール・SNS等を通じた性的な内容のメッセージ・画像の送付

⑨ セクハラを申し出た求職者等、事実関係の確認に協力した職員に対する報復的な扱い

⑵ 　パワーハラスメント

① 圧迫面接（高圧的な態度や威圧的な言動で行う面接）

② 内定承諾の強要、他社への応募・内定辞退の妨害

③ 内定者に対して入職前からの過度な活動の強制

④ その他、優越的な関係を背景とした言動であって、業務上必要かつ相当な範囲を超えたものに

より、求職活動等が阻害される行為

⑶ 　妊娠・出産・育児・介護等に関するハラスメント

① 妊娠・出産等を理由とする不利益な取扱い・嫌がらせ

② 面接等における妊娠の有無、結婚・出産の予定等に関する不適切な質問、それに基づく不利益

な取扱い

③ 育児・介護等の状況を理由とする差別的な言動

⑷ 　その他のハラスメント

① 国籍・障害・年齢・性自認・性的指向・信条等を理由とする差別的言動

② SNS等を通じた誹謗中傷、個人情報の不適切な取扱い・漏えい

③ 募集・選考に関する情報を利用した不利益な取扱い

④ その他、求職者等の人権を侵害し、求職活動等を阻害する行為

⑸ 　利用者等からのハラスメント（求職者等に係るカスタマーハラスメント）

　実習・研修・職場見学等の場において、患者・利用者やそのご家族等（利用者等）から求職者等に

対して身体的な暴力、精神的な暴力（暴言・威圧的な言動等）、セクシュアルハラスメントに該当する

言動等の著しい迷惑行為があった場合、当法人は求職者等を職員と同様に保護し、複数職員での対

応への切り替え、通話・面談内容の記録、サービス提供の一時中断、警察・弁護士等外部機関への相

談等、状況に応じた適切な対応を行います。

⒋ 　求職活動等に関するルール

　求職者等は雇用関係にないことから、当法人は次に掲げるルールを遵守し、安心して選考等に臨ん

でいただける環境を整えます。

① 面接・説明会・インターンシップ等は、原則として複数の職員で対応します。やむを得ず1対1で実

施する場合は、できる限り第三者の目が届く場所・時間帯とします。



② 面接等での質問は、採用判断に必要な範囲にとどめ、私的な事項（恋愛・結婚・妊娠等）には立ち

入りません。

③ 面接等の場を利用した交際等の要求は行いません。

④ インターンシップ・実習の受入れ等にあたっては、指導担当者を定め、本方針に基づく行動ルー

ルを事前に周知します。

⑤ 内定の承諾・辞退、他社への応募は求職者等の自由であり、圧力をかけません

⑥ 選考終了後も、求職者等が相談しやすいよう、相談窓口を案内します

⑦ 求職者等に対して優越的な立場に立って言動しないよう、常に自覚を持って行動します

⒌ 　相談窓口

① 求職者等に対するハラスメントに関する相談（苦情を含む）窓口担当者は、下記職員です。電話

での相談も受け付けますので、1人で悩まずにご相談ください。採用選考や実習等に影響すること

は一切ありません。

② ハラスメントにあたるかどうか微妙な場合も含め、広く相談に対応し、事案に対処します。

総務 073-484-5006 ～

窓口担当者 ： 山岸、神田 （男性） 北畑、上田 （女性）

公平に、相談者・行為者双方について、プライバシーを守り対応しますので安心してご相談ください。

また、さくら会では性の多様性を尊重し、LGBTQをはじめとする性的マイノリティに関するご相談にも対

応できる体制を整えました。性的指向や性自認に関する悩み・困りごとについても、上記の相談窓口で

お受けしています。安心してご利用ください。

⒍ 　相談があった場合の事後の迅速かつ適切な対応

　相談があった場合、当法人は次に掲げる対応を迅速かつ適切に行います。

① 事実関係を迅速かつ正確に確認する（相談内容の正確な把握に努めます）

② 被害を受けた求職者等に対する配慮のための措置を行う

③ 行為者に対する措置を適正に行う

④ 再発防止に向けた措置を講ずる

⒎ 　職員がハラスメントを行った場合

職員がハラスメントを行った場合、就業規則第46条「懲戒の理由」に当たることとなり、処分されること

があります。その場合、次の要素を総合的に判断し、処分を決定します。

① 行為の具体的態様（時間・場所（職場か否か）・内容・程度）

② 当事者同士の関係（職位等）

③ 被害者の対応（告訴等）・心情等

（平日 8時30分 １７時３０分　）



⒏ 　プライバシー保護・不利益取扱いの禁止

　相談者はもちろん、事実関係の確認に協力した方のプライバシーを保護し、不利益な取扱いは行い

ません。職員については、相談したこと等を理由とする解雇その他不利益な取扱いをしません。求職者

等については、ハラスメントに対して抗議・拒否したこと、相談したこと等を理由に、採用選考等において

不利益な扱いをすることはありません。

⒐ 　周知・研修

　ハラスメント防止研修・講習も定期的に行っています。求職者等に対するハラスメントに特化した事

例を含め、面接官・指導担当者向けの対応方法を学ぶ機会を設けますので、奮ってご参加ください。

　本方針は、全職員に周知するとともに、求職者等に対しても、募集要項・説明会・ホームページ等を

通じて周知します。


